
【安全・安心な教育の推進】
●小学校学力経年調査における「学校のきまりを守っていますか」に対して、肯定的
に回答する児童の割合を93％以上にする。（R05：90.2％）
●学校生活アンケートにおいて、「学校のきまりを守っていますか」に対し、肯定的
に回答する児童の割合を94％以上にする。（R05：92.6％）
●小学校学力経年調査における「自分には、よいところがあると思いますか」に対して、
肯定的に回答する児童の割合を85％以上にする。（R05：83.6％）
●学校生活アンケートにおいて、「自分にも友だちにもいいところがありますか」に対
し、最も肯定的に回答する児童の割合を80％以上にする。（R05：78.9％）

【学力・体力の向上】
●小学校学力経年調査における、算数の平均正答率の対全国比を、同一母集団にお
いて経年的に比較し、いずれの学年においても前年度より0.5ポイント向上させる。
（R05：４年97.5、５年101.1、６年97.9）
●本校独自実施の１・２年全国テストにおける、算数の平均正答率の対全国比を、１
年は100.0以上にし、２年は１年次（96.1）と経年比較し0.5ポイント以上向上させる。
●小学校学力経年調査における、算数の平均正答率の対全国比を、３年は100.0以上
にする。
●小学校学力経年調査における「学級の友達との間で話し合う活動を通じて、自分
の考えを深めたり、広げたりすることはできていますか」に対して、最も肯定的な「当
てはまる」と回答する児童の割合を47％以上にする。（R05：44.2％ [３年58.6％、
４年48.1％、５年20.0％、６年50.0％]）
●学校生活アンケートにおいて、「みんなの力で考え、調べ、話し合ったりしながら
授業を進めていますか」に対し、最も肯定的に回答する児童の割合を57％以上に
する。（R05：55.8％）
●学校生活アンケートにおいて、「運動（体を動かす遊びを含む）やスポーツをする
ことは好きですか」に対し、肯定的に回答する児童の割合を85％以上にする。
（R05：83.0％）

【学びを支える教育環境の充実】
●授業日において、児童の８割以上が学習者用端末を活用した日数が、年間授業日
の50％以上にする。（ただし、事務局が定める学校行事等ICT活用が適さない日数
を除く）
●第２期「学校園における働き方改革推進プラン」に掲げる教員の勤務時間の上限
に関する基準１を満たす教職員の割合を58％以上にする。（R05：56.0％）

６月16日（日）学習参観・ＰＣ接続テスト
10月５日（土）学習参観・懇談会
11月２日（土）運動会

大東小学校は、昭和54年に創立され、今年度46年目を迎えます。現在は302名の児童が在籍し、毎日元気に学習や運動、遊びを
楽しんでいます。
本校では、学校教育目標を「『思いやりをもち、よく考える子ども』の育成　～自分大好き！友だち大好き！大東大好き！～」とし、
子どもたちの自己肯定感や自己有用感の育成を基盤にしながら、学校運営を行っています。
校歌にある「強く明るく、ともに手をとり、心豊かに」の歌詞のように、日々の学校生活の中で、子どもたちが「わかる・できる・つながる」
に向かって励み、一人ひとりが自らの成長を実感できるよう、教職員が一丸となって指導・支援に取り組んでいます。
これからも、保護者や地域の方々にお力添えいただきながら、子どもたちの安全・安心を第一に「今日が楽しく、明日が待ち遠しい学校」
の実現をめざし、教育活動の充実に努めてまいります。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　校長　地丸　大介

○結果の概要
　体力合計点は、男女ともに大阪市平均、全国平均を上回っている。男子は、すべて
の項目で大阪市平均を上回っている。また、すべての項目で全国平均も上回っている。
女子は、ソフトボール投げが大阪市平均を1.69ポイント下回っているが、それ以外の項
目は大阪市平均を上回っている。また、上体起こし、長座体前屈、反復横跳び、20メー
トルシャトルラン、50メートル走は全国平均を上回っている。握力は0.57ポイント、ソ
フトボール投げは2.22ポイント全国平均を下回っている。1週間の総運動時間が60分未
満の児童の割合は、男子が10％で全国平均より１ポイント高く、女子が27.8％で16.3ポ
イント高い。

取組の成果と課題、アクションプラン
　体育科の学習以外にも、休憩時間や放課後にも運動場を開放し、体を動かす機会
を設け、運動場の大東キッズパークなどを活用し体力づくりをしている。運動能力
向上のため、トップアスリートを招待した出前授業や区運動能力向上支援事業を活
用している。今年度は、ラグビー・マット運動・跳び箱・長距離走について授業を行っ
た。トップアスリートなど専門性を有する者からの指導は、児童の興味・関心を高
めることができた。また、体力づくり週間を設け、マラソン大会を実施した。淀川
の河川敷を、保護者や地域の人達の応援を受けて走ることで自己有用感を感じなが
ら運動に親しむ良い機会となった。今回の結果から、「握力」「ソフトボール投げ」
についての取り組みを考えていく必要がある。現在プール工事中で大東キッズパー
クが利用できないため、体育用具の整備をはじめ、運動に親しむ機会を確保できる
よう環境を整え、教員の研修も計画的に実施していく。

令和５年度「全国体力・運動能力、運動習慣等調査」結果
○種目別平均値

○結果の概要
国語科においては、全国・大阪市の平均正答率を３ポイント下回っている。算数科
においては、全国・大阪市の平均正答率とほぼ同じ結果となった。国語科、算数科と
もに領域別に比較すると、全国・大阪市の平均正答率を上回っている領域がある。また、
平均無回答率は、全国・大阪市のそれより、1.6ポイント～2.9ポイント上回っている。

取組の成果と課題、アクションプラン
［国語科］平均正答率は、全国・大阪市のより３ポイント低い。領域別に比較すると、「情
報の取り扱い方に関する事項」が約６ポイント、「言葉の特徴や使い方に関する事項」
「読むこと」が約３ポイント下回り、「書くこと」が約７ポイント上回る結果となった。「書
くこと」が上回った要因として、本校では読書活動を推進しており、児童質問紙の「読
書がすきですか」 の質問に肯定的に回答する割合が、全国・大阪市の平均より約10ポ
イント上回っている。読書活動を通して様々な表現にふれることで、『自分の考えが伝
わる書き方を工夫する』回答ができたと考える。一方、「情報の取り扱い方に関する
事項」が６ポイント下回っており、情報と情報を比較して整理する力をつける必要があ
る。

令和５年度「全国学力・学習状況調査」結果
○平均正答率（％）
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http://swa.city-osaka.ed.jp/swas/index.php?id=e521037
※「大阪市立大東小学校」で検索してください。
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【学力と体力の状況調査については 16 ページに全国・大阪市平均を掲載。ご参照ください。】
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学力の状況と学力向上に向けた取組

体力の状況と体力向上に向けた取組

※状況により日程変更や中止する場合が
　あります

［算数科］平均正答率は、全国・大阪市の平均とほぼ同じ結果となった。領域別に比
較すると、「数と計算」「図形」が約１ポイント下回り、「データの活用」が約３ポイン
ト上回る結果となった。児童一人ひとりのつまずきやすいポイントを把握して指導を工
夫する必要がある。

アクションプラン
・日課としている、「読書タイム」「スキルタイム」等、朝の学習を充実させ、基礎学
力の向上を推進する。
・国語科、算数科ともに、情報を比べたり整理したりして書くことの正答率が低い傾
向がみられた。適切な情報を見つけ、まとめる力をつけさせたい。国語科では、読
書活動を生かし、教材に沿った題材の本を活用して、比較読みなどの取り組みを充
実させる。また、算数科では、主体的な学び（ひとりで考える）から、対話的な学び（皆
で考える）を通し、様々な考えを共有することで、課題解決に向けた深い学びを実
践する。
・児童が意欲的に取り組める授業を目指し、スクールアドバイザーと連携し、校内の
研究や研修の充実を図るとともに、若手教員研修の充実も図り、教員全体の授業
力向上、児童の学力向上を推進する。
・「人の役に立つ人間になりたいと思う」に肯定的に回答する児童が、全国・大阪市
の平均より高い一方で、「将来の夢や目標を持っている」に肯定的に回答する児童が、
全国・大阪市の平均より低いことから、キャリア教育の充実が図れるよう計画して
いく。
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【学力と体力の状況調査については 16 ページに全国・大阪市平均を掲載。ご参照ください。】
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向がみられた。適切な情報を見つけ、まとめる力をつけさせたい。国語科では、読
書活動を生かし、教材に沿った題材の本を活用して、比較読みなどの取り組みを充
実させる。また、算数科では、主体的な学び（ひとりで考える）から、対話的な学び（皆
で考える）を通し、様々な考えを共有することで、課題解決に向けた深い学びを実
践する。
・児童が意欲的に取り組める授業を目指し、スクールアドバイザーと連携し、校内の
研究や研修の充実を図るとともに、若手教員研修の充実も図り、教員全体の授業
力向上、児童の学力向上を推進する。
・「人の役に立つ人間になりたいと思う」に肯定的に回答する児童が、全国・大阪市
の平均より高い一方で、「将来の夢や目標を持っている」に肯定的に回答する児童が、
全国・大阪市の平均より低いことから、キャリア教育の充実が図れるよう計画して
いく。
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